
その他の危険有害性情報の『見える化』

□　使用前に有害性のある製品の取り扱い方法、
　ＭＳＤＳ（製品安全データシート）の教育を
　行いました。

□　応急処置方法を周知してから現場を
　開始しました。

□　ウレタン材（主剤・硬化剤）二種類の資材を
　練る場所として、屋外テントを設置しました。

□　資材へ、落葉・ホコリが混入し無い様　
　又、一定した温度内で施工出来る様にしました。

□　異物混入が無く、良質な品質を確保することが
　できました。

□　テント開口部寸法を厳守するため、
　必要寸法を掲示しました。

□　もし、中毒になった場合にも、事故診断
　出来る様に掲示しました。

その結果、安全に現場を完工する事ができました。

業　種：建設業

有機溶剤使用の安全対策




